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研究要旨 

 がん・生殖医療とは、小児、思春期・AYA 世代がん患者に対する生殖機能温存を目

指した医療がその定義となる。がん・生殖医療においては、対象患者が一般の不妊治

療患者では無くがん患者である事から、何よりもがん治療を優先すべきであり、時に

は将来の妊娠・分娩をあきらめざるを得ない場合も少なくない。がん・生殖医療では、

いかに患者あるいはその家族の自己決定を促すことができるか重要となり、少なくと

もがん治療医から将来の妊孕性喪失の可能性に関する情報提供が必須となる。その上

で、将来子どもをもたない選択をした患者に対して、さらに子どもがもてなかった患

者に対しても、医療従事者が心理社会的サポートを提供できる医療チームの構築が必

要である。目の前の「がん」に対する恐怖を感じている小児・AYA 世代がん患者は、将

来の生殖機能や妊孕能の喪失に対する不安と苦悩が強いことから、「がんでも将来自分

の子どもをもつという未来がある」という「希望」が、我が国の少子化問題の一助に

繋がる可能性がある。我々は、平成 26-28 年度厚生労働科学研究（鈴木班）にて以下

の成果を得ている。①日本生殖心理学会と日本がん・生殖医療学会との協力体制のも

と「がん・生殖医療専門心理士」を養成し、がん患者に対して質の高いがん・生殖医

療に関わる心理カウンセリングが提供できる土壌を築いた。②若年乳がん女性患者と

その配偶者を対象とした妊孕性温存に関する心理教育とカップル充実セラピーを開発

し、多施設合同ランダム化比較 O!PEACE 試験を実施し、その結果心理士による介入効

果が明らかになった。妊孕性温存に関する小児・AYA 世代がん患者の心理支援に関する

研究報告は皆無であることから、世界初の取り組みでもある本研究成果によってが

ん・生殖医療の新たな展開に繋がった。そこで、我々は平成 26-28 年度厚生労働科学

研究（鈴木班）の成果を浸透させサバイバーシップ向上に資するさらなるエビデンス

構築を目指して以下の３つの研究計画を立案した；【研究①】若年成人未婚男性がん患

者における精子凍結後の心理教育プログラムの開発、【研究②】若年未婚乳がん患者に

おける妊孕性温存の心理教育プログラムの開発、【研究③】小児・思春期のがん患者と

その親に対する妊孕性温存の情報提供とインフォームドアセントのあり方関する調査

研究。これらは、前 3 年間の研究で得られたリソースを最大限有効活用することで、

若年女性のみならず、男性や小児世代のがん患者にまで対象を広げた研究となってい

る。本研究成果は、厚生労働行政が目指す総合的 AYA 世代の妊孕性温存医療を全国に

均てん化させることができると確信している。 
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Ａ．研究の背景と目的 

 小児・AYA 世代のがん患者は、妊孕性喪

失に対する多岐・長期に渡る不安と苦悩が

強い（Gorman, 2010）。不確実性の中で不安

と恐怖を有するがん患者は、将来の妊孕性

や生殖機能温存に関してまで短期間に自己

決定しなければならない大変困難な精神状

態にある。がん治療の進歩に伴う現在、診

断時から妊孕性に関する医療情報を適格に

提供し同時に精神的サポートも行う心理支

援体制の構築が、がんサバイバーシップ向

上の為に喫緊の課題となっている。これま

で、がん治療開始前の妊孕性温存に関する

情報提供が、患者の QOL 向上に有効的であ

り（Letourneau, 2012）、妊孕性温存のカウ

ンセリングがない場合と費用面で困難があ

る場合に妊孕性温存の意思決定に際して患

者が強い葛藤を感じたことがわかっている

（Mersereau, 2013）。他方、①妊孕性温存

の知識が浅い担当者、②心理専門職でない

担当者、③時間が不十分、④質問する機会

がないという医療カウンセリングによって

妊孕性温存の自己決定に後悔が多くなると

いう報告があり（Bastings, 2014）、がん・

生殖医療が展開しつつある我が国において

も、カウンセリングの質や担当者の精度を

向上させる試みが急務である。平成 26-28

年度厚労科研・鈴木班では、「がん・生殖医

療専門心理士」を養成することで質の高い

がん・生殖医療に関わる心理カウンセリン

グが提供できる土壌を築き、さらに若年乳

がん女性患者とその配偶者を対象とした妊

孕性温存に関する心理教育とカップル充実

セラピーを開発し、多施設合同ランダム化

比較試験を実施し中間分析で精神症状の改

善効果を得ることに成功した。この試験は、

世界初の若年がん患者に対する妊孕性温存

の心理支援の効果評価に関する独創的な研

究であった。以上の成果を踏まえて、更な

るエビデンス構築を志向した臨床研究また

は調査研究を行うことが本研究の目的とな

る。 

【研究①】若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理教育プログラムの開

発の目的：精子凍結保存は非侵襲的な妊孕

性温存療法であり、短時間で施行すること

が可能であるため、古くからがん治療開始

前に一部の男性がん患者に対する精子凍結

が施行されてきた。しかしながら、男性が

ん患者の未婚率は 69%と高く凍結精子の利

用は 10%前後となっている。若年成人男性

は自己開示しない、落ち込み体験で自己効

力感が低下し抑うつに至る傾向があると考

えられおり、これらが凍結精子の利用率の

低さに表れている可能性が示唆される。そ

こで、妊孕性温存のニーズが高いが保存し

た凍結検体を使う時期が未定でかつ不安が

強い未婚男性の小児・AYA 世代に対する心

理教育プログラムの開発を目的とした。 

【研究②】若年未婚乳がん患者における妊

孕性温存の心理教育プログラムの開発の目

的：若年成人未婚女性は、将来の結婚、妊

娠・出産について不確定要素が大きいため、

抑うつ・不安が強く適切な対処行動が難し

く意思決定困難になりやすいと考えられて

いる。そこで、研究①と同様に、妊孕性温

存のニーズが高いが保存した凍結検体を使

う時期が未定でかつ不安が強い未婚女性の

小児・AYA 世代に対する心理教育プログラ

ムの開発を目的とした。 

【研究③】小児・思春期のがん患者とその

親に対する妊孕性温存の情報提供とインフ

ォームドアセントのあり方関する調査研究

の目的：世界的に小児・思春期世代のがん

患者は妊孕性温存の情報を切望し、妊孕性

温存療法施行に際しては自ら意思決定する

場合が少なくない。一方、我が国は保護者

の同意を重視し、小児に十分な情報説明と
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インフォームドアセントがない場合がある

と報告されている。そこで、小児・思春期

世代がん患者と保護者に対する妊孕性温存

の情報提供とインフォームドアセントのあ

り方に関する調査研究行い問題点を明らか

にすることを目的とした。 

 

Ｂ．研究内容と結果 

【研究①】若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理教育プログラムの開

発： ①-1「若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理社会的状況に関する

観察研究」：若年成人男性がん患者（曝露群）

の心理社会的状況は、１）健康な同年代の

男性（非曝露群）と異なるか、２）曝露群

のうち妊孕性温存目的で精子凍結をした人

（凍結群）と精子凍結をしなかったがん患

者（非凍結群）と異なるか、の 2 点を明ら

かにすることを目的とした観察研究をおこ

なった。その結果、曝露群は非曝露群に比

べて不安・うつ症状、PTSD 症状が有意に少

なく、妊孕性に対する自己効力感、男性と

しての自己効力感の喪失が有意に低かった。

曝露群は非曝露群に比べて不安・うつ症状

や PTSD 症状、男性としての自己効力感の喪

失が少なくて精神的に健康であったが、妊

孕性に対する自己効力感は有意に低かった。 

①-2「若年成人男性がん患者における精子

凍結後の心理教育プログラム動画制作」：が

ん治療に際して精子凍結保存をした若年が

ん患者の男性向けの凍結精子の医療情報と

コミュニケーションに関する心理教育動画

を制作した。 

 

【研究②】若年未婚乳がん患者における妊

孕性温存の心理教育プログラムの開発： 

「心理エンパワンメントカウンセリングチ

ームによる立ち直りと意思決定：RESPECT

（Recovery and Shared-decision-making 

by Psychological Empowerment Counselin

g Team）試験を開始した。2019 年度は RES

PECT 心理カウンセリングを用いた介入研

究 RESPECT 試験を多施設合同ランダム化比

較試験で実施した。10 施設が倫理委員会の

承認を得、8施設で試験を開始し、32 症例

が登録された。有害事象の発生はなかった。 

 

【研究③】小児・思春期のがん患者とその

親に対する妊孕性温存に関する調査研究：

③-1「小児・思春期世代がん患者に対する

妊孕性温存に関する動画制作」：本領域が

2007 年以降先進的に展開されている欧米

の施設を視察結果、本邦における本領域に

対するインフォームドアセントやインフォ

ームドコンセントの実施マニュアルを作成

するには時期尚早で有り、本邦における小

児・思春期世代がん患者とその親に対する

妊孕性温存の情報提供とインフォームドア

セントのあり方に関する調査研究の成果を

得た後に、実施マニュアルを作成すべきで

あると判断した。また海外視察の際、小児・

思春期のがん患者向けの動画を視察病院で

それぞれ作成し利用している現状を把握し

た結果、本邦においても同様の資材作成の

必要性を痛感（日常臨床の経験も通じて）

したことから、小児・思春期世代女性がん

患者向けの卵巣組織凍結に関するインフォ

ームドアセントの動画と、思春期・若年世

代男性また女性がん患者に対する妊孕性温

存療法に関するインフォームドアセントま

たインフォームドコンセントの動画、計 2

本を制作した。 

③-2「本邦における小児・思春期世代が

ん患者とその親に対する妊孕性温存の情報

提供とインフォームドアセントのあり方に

関する調査研究」：日本小児血液・がん学会

の理事会にて承諾（日本小児血液・がん学

会：細井創理事長に上申し、理事会にて承
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認を得た）を得て、日本小児血液・がん学

会会員に対して実態調査「医師−患者コミュ

ニケーション：小児・思春期患者に対する

がん告知、がん治療による性腺機能不全の

リスク、将来不妊症になる可能性を伝える

際の実態調査」を行った。5 年以上がん治

療に携わった 259 人の参加者（82.2％）の

回答を解析した。思春期前の患者（7-9 歳）

に対して、患者にがんの診断を直接伝える

医師は 75％、性腺機能不全/将来の不妊の

リスクを伝える医師は 10％であった。小児

患者に対して将来の妊孕性に関する話をす

る際に影響を受ける因子は、子どもの年齢、

性別、親の要望、医師の情報不足などであ

った。思春期発来期(10-14 歳）に対して、

患者にがんの診断を直接伝える医師が

99％、性腺機能不全/将来の不妊のリスクを

直接小児患者に伝える医師は 40％であっ

た。思春期の患者（15-17 歳）に対して、

患者にがんの診断を直接伝える医師が

99％、性腺機能不全/将来の不妊のリスクを

直接小児患者に伝える医師は 75％であっ

た。生殖医療の専門家が不足しているため、

自施設内に患者を紹介していない患者は

41.2％であった。また、回答者の 90％以上

が、将来の妊孕性に関するディスカッショ

ンのための教育資料があった方が良いと感

じていることがわかった。つまり、医師は、

思春期前の子どもと将来の不妊症などの問

題について直接情報提供をする際に困難さ

を感じているということが明らかとなった。 

 

Ｃ．考察と課題 

【研究①】若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理教育プログラムの開

発：①-1「若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理社会的状況に関する

観察研究」：ストレス外傷後成長（PTSD）と

の概念は、がんに限らず生死の危機を伴う

ようなつらい体験をして生き延びてきたこ

とで、視野が広がった、辛抱強くなれた、

他者の気持ちをより深く理解できるように

なったなどを得ることが報告されている。

今回の調査では PTSD に関する設問は無か

ったが、こうした観点を今後の研究に加え

ていくことが有益かもしれない。また、若

年成人男性がん患者のうち、精子凍結をし

た群と凍結しなかった群の差は認められな

かったことから、年齢などでマッチングさ

せた分析や調整変数を加えた分析などさら

に統計解析をおこなう必要が課題としてあ

げられた。がん種やがんの状態によって精

子凍結が可能な場合とそうでない場合があ

り得ると推察している。先行研究では、精

子凍結したことがその後の人生の希望にな

ったと報告されている。また、精子凍結が

できたことでがん治療に立ち向かう勇気が

湧いたという報告がある。他方、医師が患

者に精子凍結を紹介し話し合ったときのコ

ミュニケーションが良くないと妊孕性温存

に対する葛藤が大きくなり、意思決定やの

ちに意思決定を後悔することにつながると

いう報告もある。これらの研究結果をもと

に、調整変数を加えた解析を行い、精子凍

結者と非凍結者の違いを詳細に検討するこ

とも有効であろうと考えた。 

①-2「若年成人男性がん患者における精子

凍結後の心理教育プログラム動画制作」：飽

きないで最後まで視聴してもらうための工

夫として、ナビゲーターによる語りかけ、

パワーポイントスライドによる情報提供、

医師・心理士のインタビュー、ナレーター

と静止画による架空場面、心理描写といっ

たパターンをそれぞれ撮影、制作し、組み

合わせた。プログラムの内容でポイントと

なる部分は、医師・心理士のインタビュー、

パワーポイントやテロップによる情報の文

字化と整理、ナビゲーターによる語りかけ
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を組み合わせて、情報が正確に伝わり、印

象に残るように工夫した。以上より、「がん

治療時に精子凍結されたみなさまへ」とう

動画（2部構成：計 32 分）を制作した。研

究期間内に、本動画を用いた評価研究を施

行することができなかった。そこで、精子

凍結に関する情報提供をまとめて通常資材

を制作し、動画資材と比較検討するランダ

ム化比較試験を今後行う（現在、聖マリア

ンナ医科大学にて倫理審査中）。同意取得時

の年齢が成人年齢である男性 100 人を対象

に、動画資材、通常資材のいずれかを視聴

をランダムに割付ける。視聴の前後にアン

ケートはすべて web を用いて実施し、調査

参加から約 1年後の精子凍結更新時期に担

当医が医療情報を収集する。 

 

【研究②】：若年未婚乳がん患者における妊

孕性温存の心理教育プログラムの開発：

RESPECT 試験は 2019 年度末までに 10 施設

が倫理委員会の承認を得て、2019 年度は 8

施設で試験を実施し 32 症例が参加登録し

た。有害事象の発生はなく安全に実施でき

た。ピックアップしたものの該当基準を満

たさなかった症例がピックアップ人数の

37.6%を占めた。その理由として、該当基準

の“参加時点で遠隔転移を認めない、初期

初発の乳がんである”、“同意取得日を 0日

目と数えて、がん治療開始まで 4 日以上あ

る”という基準に合致するかどうか、初診

時にすぐに判断することが難しいからであ

ると考察した。なお、初診後に精査してか

ら該当基準に合致するか判断するとなると、

がん治療開始までに本試験に参加しカウン

セリングを受ける時間を十分にとることが

難しくなる可能性が考えられる。また、診

療予約や紹介状など事前情報では患者の婚

姻状況など詳細がわからないことが多いか

と推測している。さらに、婚姻状況といっ

たプライバシーにかかわる情報収集では対

面で信頼関係が構築されたのちに該当基準

に合致するか確認することになるのではな

いかと考察する。他方、リクルートが実施

できた人数に占める参加者の割合は 65.3%

であった。患者にとってこの試験は良い方

向に受け止められやすく、負担が少なくて

参加しやすいと感じられたのではないかと

考えている。その背景には患者は乳がんの

診断を受けてショックと不安を抱え、医療

情報が難しいなどの状況に置かれて心理支

援を求めている場合が多いことを反映して

いると推測される。また、リクルートで担

当医が適切なタイミングを見計らって患者

に試験を紹介し、その後の説明でも心理士

などが丁寧に対応することによって患者の

3人に2人は参加する可能性が示唆された。

一方、リクルートしたが不参加を表明した

10 人のうち、心理カウンセリングは自分に

不要だからと不参加の理由づけした者は 9

人であり、不参加理由の殆どを占めた。が

ん診断後のショックから精神的に立ち直っ

たと可能性が考えられるが、一方がん診断

のショックを受け止めきれず、がん治療や

生活に対処するのに精一杯で心理カウンセ

リングを受ける余裕がない、自分を見つめ

直している場合でない、ということもある

かもしれないと考察できた。世界でも類を

見ない、RCT であることから、また対象患

者が少ないため、研究期間内に研究を終了

させることができなかったが、2020 年度以

降も RESPECT 試験を継続し、引き続き、が

ん患者の妊孕性温存に関する心理支援の効

果について検証を進める。 

 

【研究③】小児・思春期のがん患者とその

親に対する妊孕性温存に関する調査研究：

③-1「小児・思春期世代がん患者に対する

妊孕性温存に関する動画制作」：2015 年 11
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月から2018年8月までの間に当院にて卵巣

組織凍結保存を施行した小児・思春期世代

がん患者 17 名を対象にした一般診療内容

を比較検討した結果、2018年4月以前に「イ

ンフォームドアセントを口頭でのみ行なっ

た群：7名(平均年齢 12.9 歳±1.7SD)」と、

2018 年 4 月以降に「若手女性医師を含む 3

-4 名で構成されたがん・生殖医療チームで

卵巣組織凍結保存の説明の動画や説明用紙

にキャラクターを描いて説明した群：10名

(平均年齢 11.9 歳±3.4SD)」で、後半の群

において、8 歳や 9 歳の患者でも良好な理

解を得ることができた。以上より、卵巣組

織凍結保存の説明の動画やキャラクターを

描いて説明することで、小児・思春期世代

のがん患者においても、より良い理解を得

ることができる可能性が考えられた。しか

しながら、理解度のレベルは年齢によって

異なるため、年齢毎に適した複数のパター

ンの説明動画が必要であり、理解レベルを

客観的に評価する指標が必要であると考え

られた。そこで、幼少期編としては、イン

フォームドアセント取得を目指した卵巣組

織凍結に関する動画を作成した。また、思

春期編としては、インフォームドアセント

からコンセント取得を目指した、小児・AY

A 世代がん患者を対象とした妊孕性温存療

法（精子凍結、卵子凍結、受精卵凍結、卵

巣組織凍結）に関する動画を制作した。欧

米の専門施設の視察によって、本邦ではか

なり遅れている領域であり、日本小児血

液・がん学会で 2017 年に取り上げられたば

かりの小児・思春期世代がん患者に対する

がん・生殖医療の課題が多数明らかにされ

た。そこで、③-2 の調査研究を専攻させて

研究を進めた結果、研究期間内にこれらの

動画を小児・血液がんを専門とする医師に

よる評価研究を施行することができなかっ

た。しかしながら、2020 年度には、『妊孕

性温存療法の説明動画に関する意見調査』

を継続して進めていく。妊孕性温存の理解

を深める内容を含む本研究で作成した 2つ

の動画を全国の小児がん拠点病院に啓発し、

小児・思春期世代がん患者に対する妊孕性

温存に関する意思決定支援の充実が期待さ

れる。 

③-2「本邦における小児・思春期世代がん

患者とその親に対する妊孕性温存の情報提

供とインフォームドアセントのあり方に関

する調査研究」：米国小児学会では、医師が

7〜14 歳の子どもに対してアセントを得る

こと、また 15 歳以上にはインフォームドコ

ンセントを得ることを勧めていることから、

米国では小児患者本人に対してもがん告知

を行うべきであるとの考えが浸透している。

また米国臨床腫瘍学会のガイドラインにお

いても、がんと診断された後、治療による

性線機能不全や妊孕性喪失のリスクの説明

と妊孕性温存療法に関する情報提供を行う

べきであると推奨されているため、小児・

思春期がん患者への情報提供体制の構築も

発展していることが予想される。本実態調

査を通して、日米間の比較を行うことで、

本邦における情報提供体制の課題を見出し、

改善することが可能であると考えられる。 

 

Ｄ．政策提言 

今後解決すべき課題を提言として記す。

【研究①】若年成人未婚男性がん患者にお

ける精子凍結後の心理教育プログラムの開

発：  

（1）妊孕性温存に関する相談支援体制の

構築（未婚男性がん）：若年成人未婚男性

がん患者は、がん経験によって妊孕性に対

する不安や機能不全感がある可能性が示唆

されることから、患者が精子凍結の意思決

定の際や凍結更新時に自身の困り事を相談

できるような相談窓口を整え、若年成人未
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婚男性がん患者に対する妊孕性温存に関す

る相談支援体制の構築が急務である。 

（2）がん・生殖医療に関する未婚男性が

ん患者教育：がん治療開始前に精子凍結を

選択した若年成人未婚男性がん患者に対し

て、または医療従事者に対して、凍結精子

の医療情報とコミュニケーションに関する

心理教育動画を普及させることによって、

精子凍結の意味を改めて考える機会が与え

られ、妊孕性温存に対する理解が深まり、

患者とパートナーとのコミュニケーション

の改善が期待される。 

(3)がん・生殖医療のフォローアップ体制

の構築(未婚男性がん)：若年成人未婚男性

がん患者のサバイバーシップ向上を志向し

た、妊孕性温存に関する心理支援体制の均

てん化を促進するためには、治療前から長

期にわたる若年成人未婚男性がん患者に対

するがん・生殖医療のフォローアップ体制

の構築が急務である。  

 

【研究②】：若年未婚乳がん患者における妊

孕性温存の心理教育プログラムの開発： 

(1)心理支援体制の構築(未婚女性がん)：

がん治療開始前の過剰な精神的負担と不安

を抱える小児・AYA 世代がん患者に対して、

サバイバーシップ向上を志向した公認心理

師（がん・生殖医療専門）による、心理支

援体制（妊孕性温存に関する心理支援や情

報提供のみならず、目の前のがんと闘う際

の心理支援）の構築が急務である。 

(2)短期心理療法の開発（未婚女性がん）：

がん患者の精神的ストレスの深刻化を改善

させるための、効果的な短期心理療法の開

発が急務である。 

(3)心理支援体制の均てん化（未婚女性が

ん）：本研究で開発した効果的な短期心理療

法を実施可能な公認心理師（がん・生殖医療

専門）の全国配置を実施することにより、心

理士の雇用と業務の一層の拡充化が進み、そ

の結果として小児・AYA世代がん患者のサバイ

バーシップ向上を志向した妊孕性温存に関す

る心理支援体制の均てん化を促進することが

できる。 

 

【研究③】小児・思春期のがん患者とその親

に対する妊孕性温存に関する調査研究： 

(1)人材育成（小児・思春期がん）：ファー

ストコンタクトならびにその後も小児・思

春期世代がん患者と家族に寄り添って、が

ん・生殖医療の意思決定を支援する人材育

成（Patient Navigator、Nurse Practitioner、

心理士など）が急務である。 

(2)妊孕性温存に関するインフォームドア

セント／インフォームドコンセントの確

立（小児・思春期がん）：がん・生殖医療

の意思決定を支援するための、本邦独自の

インフォームドアセント／インフォームド

コンセントの資材の作成と、その啓発活動

が急務である。 

(3)小児・思春期世代がん患者を対象とした

がん・生殖医療の啓発：小児血液・がんを専

門とする医師に対するさらなるがん・生殖医

療の啓発と、生殖医療を専門とする医師との

密ながん・生殖医療連携体制の構築が急務で

ある。 

 

Ｅ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記入 
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8 年 10 月 3 日 メルパルク京都 京
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滋賀県の取り組み, 北信がんプロ金
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月 8 日 ホテル金沢 金沢市 

196) 木村文則. 賀県がん患者の未来の家
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液内科に対する治療前精子凍結のア
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2017.11.17＠下関 
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224) Iwahata Y, Takae S, Uwajima K, Sh

iraishi E, Suzuki Y, Iwahata H, S

awada S, Sugishita Y, Horage Y, S
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rvation, 第 71 回日本産科婦人科学
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225) 白石絵莉子，高江正道，上嶋佳織，鈴
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226) 鈴木由妃，小泉智恵，杉下陽堂，高江

正道，洞下由記，川井清考，杉本公平，

髙井泰，古井辰郎，鈴木直. 乳がん女

性とその夫の妊孕性温存に関する心

理教育プログラム（O!PEACE）の効果

評価: 他施設合同によるランダム化

比較試験, 第 71 回日本産科婦人科学

会学術集会, 2019 年 4月. 

227) Suzuki N. Laparoscopic approach t

o ovarian tissue collection and r

e-transplantation. What are the i

ndications and risks? , SASREG-IS

GE and ESGE Conference 2019, 2019

年 4 月. 

228) 鈴木直. 本邦におけるがん・生殖医療

の現状と課題 , 第 107 回日本泌尿器

科学会総会, 2019 年 4月. 

229) Suzuki N. Current Topics on Ferti

lity Preservation for the CAYA Ca

ncer Patients in Asisa , The 9th 

Congress of the Asia Pacific Init

iative on Reproduction, 2019 年 5

月. 

230) 鈴木直. 小児・思春期世代がん患者に

対する妊孕性温存療法～現状と課題

について, 第 51 回福島造血幹細胞移

植治療研究会, 2019 年 5月. 

231) Suzuki N. Current Status of ferti

lity preservation for CAYA cancer

 Patients in the world and Asia, 

the Sixth Session of China-USA Hi

gh Level Forum on Reproductive Me

dcine, 2019 年 5 月. 

232) 杉下陽堂, 鈴木直. Recent Advances

 of Ovarian Tissue Cryopreservati

on and Transplantation, The 2nd A

SFP conference, 2019 年 6 月. 

233) 鈴木直. 血液がん患者における妊孕

性温存, Novartis Hematology Web S

eminar, 2019 年 6月. 

234) 鈴木直. 小児、思春期・若年（AYA）

世代がん患者に対する光干渉遮断法

を用いたより効率の良い卵巣組織凍

結・移植法の開発, 医工連携シンポジ

ウム, 2019 年 6 月. 

235) 鈴木直. がん・生殖医療の現状と今後
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会, 2019 年 6月. 

236) Nakamura K, Takae S, Uwajima K, S

hiraishi E, Suzuki Y, Sawada S, I

wahata H, Sugishita Y, Horage Y, 

Suzuki N. The 9 years-experience 
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apan, ESHRE 2019, 2019 年 6 月. 

237) 鈴木直. がん・生殖医療の現状と課題,

 がんと生殖医療 講演会, 2019 年 7

月. 

238) 鈴木直. 若年乳癌患者に対する妊孕

性温存療法に関する最新情報－が

ん・生殖医療の課題－, 第 27 回日本

乳癌学会学術総会, 2019 年 7 月. 

239) Suzuki N. Recent Ａdvances oｎ Ｆ

ertility Ｐreservation for the CA

YA Ｃancer Ｐatients in Japan, Th

e 11th  korea・Japan ART Conferen

ce, 2019 年 7月. 

240) Sugishita Y, Suzuki Y, Nishimura 

S, Meng L, Uekawa A, Tozawa A, Ed

ashige K, Suzuki N. The Quantific

ation of Residual Cryoprotectants

 in the Thawed Ovarian Tissue for

 Ovarian Tissue Transplantation ,

 CRYO2019, 2019 年 7 月. 

241) Meng L, Sugishita Y, Suzuki Y, Ni
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zuki N. Resumption ofHormonal Cyc

le after Heterotopic Transplantat

ion of Ovarian Tissue cryopreserv

ed by Closed Vitrification Protoc

ol , CRYO2019, 2019 年 7 月. 

242) Suzuki Y, Sugishita Y, Meng L, ni

shimura S, Tozawa A, Suzuki N. Mi

tochondrial Function Evalluation 

of Immature and Mature Oocytes Fo

llows Vitrification and Thawing ,

 CRYO2019, 2019 年 8 月. 

243) 高江正道, 鈴木直. 小児・思春期がん

患者に対する卵巣組織凍結保存の実

際と課題, 第 37 回日本受精着床学会

総会・学術講演会, 2019 年 8 月. 

244) 岩端秀之, 洞下由記, 阿部恭子, 鈴

木由妃, 澤田紫乃, 白石絵莉子, 杉

下陽堂, 高江正道, 鈴木直. がん・生

殖医療における妊孕性温存療法の現

状と課題, 第 37 回日本受精着床学会

総会・学術講演会, 2019 年 8 月. 

245) 鈴木直. がん・生殖医療の現在の課題

－さらなる啓発に向けて－, 第 2 回

三重がん・生殖医療セミナー, 2019

年 8 月. 
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OC2019, 2019 年 8月. 
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ility Preservation for the CAYA C
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ductive Medicine, 2019 年 8 月. 

248) Suzuki N. Recent advances on Fert

ility Preservation for the CAYA C

ancer Patients Ovarian Tissue Cry

opreservation and Ovarian Tissue 

Transplantation, 2019 Annual Cong

ress of Reproduction Medicine in 

Shaanxi Province, 2019 年 8 月. 

249) 鈴木直. がん・生殖医療における周産

期医療の重要性, 第 42 回日本母体胎

児医学会学術集会, 2019 年 8 月. 

250) 鈴木直. 思春期世代がん患者に対す

る卵巣組織凍結・移植に関する最新ト

ピックス－将来の選択肢を残す妊孕

性温存療法, 第 38 回日本思春期学会

総会・学術集会, 2019 年 8 月. 

251) 鈴木直. 本邦におけるがん・生殖医療

の現状と課題－婦人科腫瘍医として、

また産婦人科医としての役割, 第 16

回日本婦人科がん会議, 2019 年 8月. 

252) 鈴木直. 小児・AYA 世代がん患者に対

する妊孕性温存の診療－最新情報, 
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療研究会, 2019 年 9 月. 

253) 鈴木直. 小児・AYA 世代血液疾患患者

に対するがん・生殖医療の現状と課題,

 第80回神奈川血液研究会, 2019年9
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254) 鈴木直. 小児・AYA 世代がん患者に対

するがん・生殖医療の現状とその課題,
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ity Preservation, Inaugural Meeti

ng of the Philippine Society for 
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ity Preservation, Inaugural Meeti
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療の実情と課題, 第 10 回日本がん・

生殖医療学会 学術集会, 2020 年 2

月. 

273) 鈴木直. 本邦におけるがん・生殖医療
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